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の
空
。
家
族
の
も
と
へ
と
帰
っ
て
い
く
列
車
。

　
愛
し
い
人
が
住
む
町
へ
と
続
く
レ
ー
ル
…
。

鉄
道
は
人
び
と
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
な

が
ら
存
在
し
、
好
き
か
嫌
い
か
の
対
象
で
は

な
く
、
あ
っ
て
当
た
り
前
の
存
在
と
し
て
人

の
心
に
あ
る
。
そ
ん
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
二
年
一
〇
月
十
四
日
、
日
本
の
鉄

道
は
開
業
一
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
開
国

間
も
な
い
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
新
橋
～

横
浜
を
走
る
蒸
気
機
関
車
は
、
そ
の
力
強
い

漆
黒
の
車
体
と
呼
吸
す
る
か
の
よ
う
な
蒸
気

の
音
か
ら
、「
怪
物
が
現
れ
た
」
と
い
う
噂

が
人
び
と
の
間
に
広
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
一
五
〇
年
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
鉄
道
の
在
り
方
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
存
在
理
由
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
鉄
道

は
い
つ
も
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
ま

す
。
今
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
。

そ
の
思
い
は
や
が
て
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
と

い
う
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。　

　
鉄
道
取
材
を
始
め
た
当
時
、「
鉄
道
好
き

に
女
性
は
い
な
い
」
と
の
定
説
が
あ
り
鉄
道

が
好
き
と
言
う
と
、
珍
し
が
ら
れ
る
か
、
ひ

ど
く
驚
か
れ
る
か
、「
仕
事
だ
か
ら
無
理
し

て
好
き
と
言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
信
じ

て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
会
話
と
、
撮
影
取
材
を
す
る
姿

を
見
て
も
ら
う
と
好
き
と
い
う
気
持
ち
は
伝

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
元
祖
・
鉄
子
」

の
呼
び
名
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
は
取
材
で
知
り
合
っ
た
方
に
、「
鉄
道

は
お
好
き
で
す
か
?
」
と
よ
く
尋
ね
ま
す
。

返
答
で
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
、「
好
き
か
嫌

い
か
考
え
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
も
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
「
好
き
」
と
い
う
方
は
い
ら

カ
メ
ラ
と
一
緒
に
国
内
外
を
め
ぐ
り
、
写

真
を
撮
っ
て
エ
ッ
セ
イ
を
つ
づ
る
”
フ
ォ
ト

ラ
イ
タ
ー
”
が
私
の
仕
事
で
す
。

フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
言
葉
、
聞
き
な

れ
な
い
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私

が
写
真
と
文
章
で
鉄
道
を
表
現
す
る
こ
と

を
始
め
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
。
自
分
の
取

材
ス
タ
イ
ル
を
ど
の
よ
う
な
肩
書
に
す
れ

ば
伝
わ
り
や
す
い
か
を
考
え
、
悩
ん
だ
結

果
、
英
語
の
p
h
o
t
o
g
r
a
p
h
e
r

と
w
r
i
t
e
r
か
ら
の
造
語
と
し
て
フ

ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
と
し
ま
し
た
。

私
は
鉄
道
旅
が
大
好
き
で
、
初
め
て
の
一

人
旅
は
小
学
校
の
高
学
年
で
し
た
。

札
幌
の
自
宅
か
ら
駅
ま
で
父
に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
い
、
祖
父
母
が
暮
ら
す
函
館
本
線

の
滝
川
駅
ま
で
の
一
人
旅
で
す
。
子
ど
も
が

一
人
き
り
だ
っ
た
せ
い
か
、
乗
り
合
わ
せ
た

方
々
に
と
て
も
親
切
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

冷
凍
ミ
カ
ン
や
お
菓
子
を
い
た
だ
た
り
、
話

し
か
け
て
も
ら
っ
た
り
の
車
中
で
し
た
。

沿
線
に
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
き
、「
ま
る
で
黄

色
い
絨

じ
ゆ
う

毯た
ん

の
上
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
」
と
感

動
し
、
窓
に
じ
っ
と
張
り
付
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
鉄
道
の
旅
が
好
き
で
す
。

鉄路に刻まれた、150年の想いを知る。

40 2022年
10月1日号

●やの　なおみ／フォトラ
イター・作家・鉄道写真家

「
鉄
子
」の
本
懐
を
め
ざ
し
て

矢
野
直
美

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、「
嫌
い
」
と
い
う
方
に

ほ
と
ん
ど
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
き
っ
と
鉄
道
は
人
び
と
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
う
存
在
だ
か
ら
。

た
と
え
ば
、
初
め
て
子
ど
も
だ
け
で
列
車

に
乗
っ
て
向
か
っ
た
祖
父
母
の
家
。
友
人
と

毎
日
ゆ
ら
れ
る
通
学
列
車
。
進
学
や
就
職
で

旅
立
つ
駅
。
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
見
上
げ
た
旅
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の
蒸
気
機
関
車
や
洋
装
、
和
装
、
外
国
人
と
文

明
開
化
の
よ
う
す
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
輪
築
堤

　
一
方
、「
東
京
品
川
海
辺
蒸
気
車
鉄
道
之
真

景
」
に
お
い
て
、
蒸
気
機
関
車
が
走
っ
て
い
る

堤
が
高た

か
輪な

わ
築ち

く
堤て

い
で
あ
る
。

人
材
不
足
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
と
の
接
触
回
避

に
お
い
て
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

鉄
道
と
都
市
そ
し
て
未
来

現
在
、
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
か
ら
品
川
駅

に
か
け
て
大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
令
和

七
年
（
二
〇
二
五
）
に
は
新
し
い
街
び
ら
き
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
将
来
、
品
川
駅
か
ら
は
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
業
予
定
で
あ
る
。
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
は
、
車
輪
を
使
っ
て
走
る
鉄
道

と
は
異
な
り
、
磁
石
の
力
で
車
体
を
浮
か
せ
、

時
速
五
〇
〇
キ
ロ
で
、
名
古
屋
ま
で
四
〇
分
、

大
阪
ま
で
六
七
分
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
当
時
、
丹
那
ト
ン

鉄
道
発
祥
地
の
ひ
と
つ
、
港
区
か
ら
み
た

鉄
道
開
業
一
五
〇
周
年
と
現
在
、
未
来

　
日
本
の
鉄
道
が
開
業
し
二
〇
二
二
年
は
一
五

〇
年
目
の
節
目
に
な
る
。
港
区
立
み
な
と
科
学

館
で
は
鉄
道
開
業
一
五
〇
周
年
に
ち
な
み
、

「
み
ん
な
の
鉄
道
展
│
線
路
は
続
く
よ
未
来
ま

で
│
」
を
開
催
。
港
区
は
、
新
橋
か
ら
出
発
し

た
鉄
道
発
祥
の
地
の
ひ
と
つ
。
鉄
道
開
業
時
の

新
橋
や
高
輪
築
堤
の
様
子
と
鉄
道
に
関
わ
る
現

在
、
未
来
を
展
望
し
、
ご
寄
稿
と
し
た
い
。

新
橋
か
ら
汽
笛
一
声

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
首
都
東
京
、
現

在
の
旧
新
橋
停
車
場
と
開
港
場
で
あ
っ
た
横
浜

（
現
在
の
桜
木
町
駅
）
を
結
ぶ
日
本
で
初
め
て

の
鉄
道
が
開
業
し
た
。
日
本
の
鉄
道
の
幕
開
け

で
あ
る
。

　
一
〇
月
一
四
日
（
旧
暦
九
月
一
二
日
）
に
明

治
天
皇
な
ど
の
来
賓
を
迎
え
開
業
式
典
を
開
催

し
た
。
の
ち
に
一
〇
月
一
四
日
は
「
鉄
道
記
念

日
」
と
定
め
ら
れ
、
現
在
は
「
鉄
道
の
日
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
じ
め
て
の
鉄
道
は
、
イ
ギ
リ
ス
人

技
術
者
の
指
導
の
も
と
進
め
ら
れ
た
。「
東
京

汐し
お

留ど
め

鉄
道
御
開
業
祭
礼
之
図
」
に
は
開
業
当
時

ネ
ル
が
開
通
し
超
特
急
と
よ
ば
れ
た
「
燕つ

ば
め」

は

蒸
気
機
関
車
で
あ
り
、
大
阪
ま
で
約
八
時
間
か

か
っ
て
い
た
。

新
幹
線
は
在
来
線
と
異
な
る
専
用
の
軌
道
を

走
り
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
の
開
業
当
時

の
「
ひ
か
り
」
は
大
阪
（
新
大
阪
）
ま
で
四
時

間
か
か
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
車
両
の
改
良

に
よ
り
現
在
「
の
ぞ
み
」
で
は
二
時
間
二
二
分

と
な
っ
て
い
る
。
鉄
道
の
技
術
は
、
よ
り
速
く
、

よ
り
安
全
に
、
よ
り
多
く
、
よ
り
快
適
に
と
い

っ
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
進
化
し
て
い
る
。

東
海
道
新
幹
線
も
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
も
行

き
先
と
な
る
大
都
市
は
名
古
屋
と
大
阪
で
あ
る

が
、
東
海
道
新
幹
線
は
海
側
を
走
り
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
は
山
側
を
走
る
。
巨
大
地
震
な
ど

の
大
き
な
自
然
災
害
で
東
海
道
新
幹
線
が
止
ま

っ
た
場
合
で
も
、
山
側
を
通
る
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
を
使
っ
て
大
都
市
間
を
移
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
で
あ
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
日
本

の
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る

一
五
〇
年
前
、
高
輪
築
堤
を
つ
く
り
、
線
路

を
通
し
、
鉄
道
が
開
業
し
た
。

鉄
道
は
そ
の
時
代
の
最
新
の
技
術
を
取
り
入

れ
、
よ
り
速
く
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
や
モ
ノ

を
運
び
、
日
本
の
経
済
や
都
市
の
発
展
に
大
き

く
影
響
を
与
え
て
き
た
。

こ
の
先
一
五
〇
年
後
で
鉄
道
や
都
市
は
ど
う

進
化
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
先
の
未
来
が
明
る

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。　
　

な
お
、
港
区
立
み
な
と
科
学
館
で
は
、
夏
の

企
画
展
「
み
ん
な
の
鉄
道
展
」
は
期
間
中
（
六

一
日
間
）
五
八
︐
五
四
六
人
の
多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
い
た
。

本
企
画
展
で
は
港
区
新
橋
で
始
ま
っ
た
日
本

の
鉄
道
の
歴
史
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
未
来
の
鉄
道
や
「
ま
ち
」
に
つ
い
て
の

考
え
を
創
出
す
る
機
会
と
な
り
、
好
評
の
う
ち

に
九
月
一
一
日
に
終
了
し
た
。

　
高
輪
築
堤
は
、
現
在
の
田
町
駅
の
北
（
芝し

ば
浦う

ら

周
辺
）
か
ら
品
川
駅
の
南
ま
で
の
海
上
に
築
か

れ
た
鉄
道
用
の
堤
で
あ
る
。

　
新
橋
︱
横
浜
間
の
鉄
道
建
設
が
決
定
し
線

路
を
通
す
際
、
高
輪
周
辺
の
土
地
は
国
を
守
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
兵

ひ
よ
う

部ぶ
し

省よ
う

は
鉄
道
当
局
へ
の
引
き
渡
し
を
拒
ん
だ
。
そ
の

た
め
海
上
に
築
堤
を
つ
く
り
、
列
車
を
走
ら
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
距
離
は
二
・
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
。

　
高
輪
築
堤
は
、
西
洋
の
鉄
道
技
術
と
築
城
で

培
っ
た
日
本
の
技
術
を
生
か
し
て
造
ら
れ
た
近

代
化
遺
産
と
い
え
る
。
明
治
五
年
の
開
業
か
ら

五
〇
年
ほ
ど
使
わ
れ
た
の
ち
、
高
輪
築
堤
は
東

京
湾
の
埋
め
立
て
と
と
も
に
姿
を
消
し
た
。

現
在
の
高
輪
築
堤

高
輪
築
堤
は
、
品
川
車
両
基
地
の
再
編
や
高

輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
の
新
設
を
伴
っ
た
大
規
模

開
発
の
な
か
で
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に

再
び
そ
の
姿
を
現
し
た
。

高
輪
築
堤
の
遺
跡
の
発
見
範
囲
と
、
発
掘
時

の
様
子
を
示
す
。

発
見
範
囲
の
う
ち
、
現
地
保
存
と
な
っ
た
街

明
治
一
一
年
の
地
図
。

（
実
測
東
京
全
圖　
明
治
一
一（
一

八
七
八
）
年　
内
務
省
地
理
局
）

VR キャラクターの駅員 。
（筆者撮影）

明治40年ころの芝浦
から田町駅方面を撮影

（『芝区誌』より）
港区立郷土歴史館所蔵

鉄道と高輪築堤ができるまで
明治２（1869）年 11 月 新橋～横浜間の鉄道建設決定
明治３（1870）年 10 月 高輪築堤工事着工
明治５（1872）年   ５ 月 品川～横浜間仮開業
    9 月 高輪築堤完成
    9 月 （新暦10月）
    新橋～横浜間正式開業

「東京汐留鉄道御開業祭礼之図」
歌川広重（三代）

（港区郷土資料館所蔵）

「東京品川海辺蒸気車鉄道之真景」
歌川広重（三代）

（港区郷土資料館所蔵）港区郷土立歴史館所蔵

港
区
立
み
な
と
科
学
館

太
田
陽
子

２街区　街区公園予定部分
（国指定史跡範囲）

３街区　第７橋梁橋台部
（国指定史跡範囲）

区
公
園
部
と
第
7
橋
梁
橋
台
部
は
国
の
指
定
史

跡
「
旧
新
橋
停
車
場
跡
及
び
高
輪
築
堤
跡
」
と

な
っ
た
。

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
、
山
手
線
で

お
よ
そ
五
〇
年
ぶ
り
の
新
駅
と
な
る
高
輪
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
駅
が
開
業
し
た
。
建
築
家
・
隈く

ま
研け

ん
吾ご

氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
駅
舎
は
、
白
く
高
い
天
井

と
大
き
な
ガ
ラ
ス
で
明
る
く
、
環
境
に
や
さ
し

い
省
エ
ネ
の
設
備
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
駅
で
は
、
Ａ
Ｉ
搭
載
の
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
で
無
人
化
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
種
々
の
作
業
、
画
面
に
話
し

か
け
た
り
非
接
触
パ
ネ
ル
で
操
作
す
る
V
Ｒ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
駅
員
と
い
っ
た
駅
で
の
最
新
技

術
を
実
証
実
験
し
て
い
る
。

無
人
化
や
自
動
化
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る



地元密着型の

学芸員 ご推薦！

テーマが好評です

ここが見所、我が博物館

土
偶
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発
信
す
る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
扇
形
機
関
車
庫
や
収
蔵
さ
れ
る
一
三
両
の

貴
重
な
車
両
を
と
お
し
、
鉄
道
を
「
見
て
、

さ
わ
っ
て
、
楽
し
く
学
べ
る
」
鉄
道
博
物
館

と
し
て
整
備
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用

し
、
鉄
道
の
歴
史
や
仕
組
み
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
と
し
て
﹃
津
山
ま
な
び
の
鉄

道
館
﹄
が
二
〇
一
六
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

貴
重
な
車
両
展
示
を
楽
し
む

　
収
蔵
車
両
は
、「
デ
ゴ
イ
チ
」
の
愛
称
で

知
ら
れ
る
D
5
1
形
蒸
気
機
関
車
2
号
機

が
展
示
さ
れ
、
煙
突
な
ど
の
機
器
が
縦
一
列

で
つ
な
が
っ
て
い
る
形
状
か
ら「
ナ
メ
ク
ジ
」

と
呼
ば
れ
る
初
期
型
の
車
両
で
す
。
ま
た
、

国
内
で
最
強
最
大
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
搭

載
し
一
両
の
み
製
造
さ
れ
た
D
E
5
0
形

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は
津
山
で
し
か
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
貴
重
な
機
関
車
で
そ
の
ほ
か

模
を
誇
り
、
今
な
お
、
転
車
台
と
と
も
に
現

役
で
使
用
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
旧
津
山
扇
形
機
関
車
庫
と
転
車
台
」
は
、

日
本
で
も
数
少
な
い
鉄
道
遺
産
と
し
て
、
Ｊ

R
西
日
本
及
び
津
山
市
を
は
じ
め
と
す
る
自

治
体
や
地
域
と
連
携
し
た
観
光
施
設
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
二
〇

一
八
年
一
〇
月
一
四
日
に
「
鉄
道
記
念
物
」

に
指
定
さ
れ
、
更
に
全
国
に
鉄
道
の
魅
力
を

　
旧
津
山
扇
形
機
関
車
庫
と
転
車
台
」
は
、

山
陰
と
山
陽
を
繋
ぐ
要
衝
で
あ
る
津
山
駅
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
転
車
台
は
車
両
の
向
き

の
入
れ
替
え
や
車
両
を
効
率
よ
く
車
庫
に
収

容
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
一
九
三
〇
年
に

建
設
さ
れ
、
六
年
後
の
一
九
三
六
年
に
お
も

に
蒸
気
機
関
車
を
収
容
す
る
施
設
と
し
て
扇

形
機
関
車
庫
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
全
国
に
建
設
さ
れ
た
扇
形
機
関

車
庫
は
、
蒸
気
機
関

車
の
衰
退
と
と
も
に

各
地
で
姿
を
消
し
、

現
存
す
る
も
の
は
国

内
で
一
〇
か
所
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
な
か
で
も
旧
津

山
扇
形
機
関
車
庫
の

車
両
収
容
線
数
十
七

線
は
、
国
内
で
現
存

す
る
扇
形
機
関
車
庫

の
中
で
二
番
目
の
規

津山まなびの鉄道館
岸本　祥吾

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区　
鉄
道
博
物
館　

日
本
の
鉄
道一五
〇
年
の
歴
史
を

多
角
的
に
ひ
も
と
く

岡
山
県
津
山
市　
津
山
ま
な
び
の
鉄
道
館　

扇
形
機
関
車
庫
と
車
両
を
学
び
楽
し
む

鉄道博物館
学芸部　香月　良太

設楽博己（東京大学名誉教授）

第 12 回
水野正好さんの土偶祭式論

─ 土偶の性別（7） ─

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
〇
月
一
四
日

新
橋
～
横
浜
間
に
日
本
初
の
鉄
道
が
開
業
し

て
か
ら
今
年
で
一
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

　
鉄
道
博
物
館
は
創
業
期
か
ら
現
代
ま
で
、

鉄
道
史
に
関
す
る
約
六
七
万
点
の
資
料
を
所

蔵
し
て
お
り
、
鉄
道
の
あ
ゆ
み
や
文
化
・
社

会
と
の
関
わ
り
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
模
型
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
な
ど
の
体
験
型
展
示
を

取
り
入
れ
、
鉄
道
の
シ
ス

テ
ム
や
科
学
原
理
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
常
設
展
示
は
テ
ー
マ
ご
と
に
五
つ
の
「
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
展
示
室
に
分
か

れ
、
そ
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
広
い
本
館
一

階
の
「
車
両
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は
、
鉄
道

の
歴
史
を
物
語
る
三
六
両
の
車
両
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
展
示
室
入
口
に
あ
る
一
号
機

関
車
は
、
鉄
道
開
業
に
際
し
て
イ
ギ
リ
ス
か

ら
輸
入
さ
れ
た
一
〇
両
の
蒸
気
機
関
車
の
う

ち
の
一
両
で
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に

は
鉄
道
車
両
と
し
て
初
め
て
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　
当
館
の
展
示
車
両
は
、
周
辺
の
結
界
や
パ

ネ
ル
類
を
極
力
減
ら
し
て
間
近
で
見
学
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
り
、
車
両
そ
の
も
の
の
大

き
さ
や
ふ
だ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
床
下

機
器
、
台
車
な
ど
走
行
装
置
細
部
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
旅
客
車
の
多

く
は
客
室
を
開
放
し
、
実
際
に
座
席
に
座
っ

て
当
時
の
旅
の
様
子
を
体
験
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
展
示
車
両
は
静
態
保
存
で
す
が
、Ａ
Ｒ（
拡

張
現
実
）
な
ど
の
映
像
技
術
や
音
の
演
出
を

導
入
し
、
展
示
車
両
の
現
役
時
代
の
い
き
い

き
と
し
た
姿
を
動
的
に

伝
え
て
い
ま
す
。
と
く

に
、
展
示
室
中
央
の
転

車
台
上
に
載
る
Ｃ
５
７

形
１
３
５
号
蒸
気
機
関

車
（
昭
和
五
〇
年
（
一

九
七
五
）
に
国
鉄
最
後

の
蒸
気
機
関
車
に
よ
る

定
期
旅
客
列
車
を
け
ん

引
）
は
、
一
日
一
回
、

転
車
台
回
転
と
汽き

笛て
き

吹す
い

鳴め
い

実
演
を
行
な
い
人

気
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
館
三
階
の
「
歴
史
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
社
会
と
鉄
道
技
術
の
進
化
の
関

わ
り
を
軸
に
、
鉄
道
一
五
〇
年
の
歴
史
を
よ

り
深
く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
建
築
、
土
木
、

電
気
、
車
両
、
運
転
、
制
度
、
信
号
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
分
野
で
鉄
道
に
何
が
求
め
ら
れ
、

技
術
者
や
鉄
道
関
係
者
が
ど
の
よ
う
に
応
え

て
き
た
の
か
を
実
物
資
料
、
写
真
、
映
像
な

ど
で
解
説
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
日
本
の
鉄
道
の
姿
を

探
求
す
る
発
見
型
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
鉄
道
を
通
し
て
身
近
な

科
学
を
学
ぶ
「
科
学
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
今

日
の
鉄
道
を
支
え
る
人
々
や
シ
ス
テ
ム
を
体

感
す
る
「
仕
事
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
鉄
道
の

最
新
技
術
か
ら
未
来
社
会
の
あ
り
方
を
考
え

る
「
未
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
展
示
も

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
日
本

の
鉄
道
の
歴
史
、
現
在
そ
し
て
未
来
の
鉄
道

を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ご
来
館
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

に
も
、
特
急
列
車
と
し
て
多
く
の
方
に
親
し

ま
れ
て
い
る
キ
ハ
1
8
1
形
気
動
車
な
ど

を
間
近
で
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
な
お
、
収
蔵
車
両
は
全
て
静
態
保
存
と
い

わ
れ
る
自
走
し
な
い
車
展
示
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
す
ぐ
そ
ば
に
は
本
線
が
と
お
り
留
置

線
に
は
現
役
車
両
が
停
ま
る
な
ど
様
々
な
車

両
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
岡
山
エ
リ
ア
を
中
心
と
し

た
鉄
道
の
歴
史
を
学
べ
る
“
あ
ゆ
み
ル
ー
ム
”
、

鉄
道
が
安
全
運
行
す
る
し
く
み
な
ど
を
見
学

す
る
“
し
く
み
ル
ー
ム
”
で
は
、タ
ブ
レ
ッ

ト
閉
そ
く
器
が
展
示
さ
れ
、
実
際
に
触
っ
て

み
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
展
示
室
で
一
番
の
人
気
な
の
が
津
山
の
街

並
み
を
ジ
オ
ラ
マ
で
再
現
し
た
“
ま
ち
な
み

ル
ー
ム
”
で
す
。一
時
間
に
一
度
行
う
ジ
オ

ラ
マ
シ
ョ
ー
で
は
、
照
明
が
切
り
替
わ
る
な

か
、
鉄
道
N
ゲ
ー
ジ
車
両
が
走
り
、
転
車
台

も
回
転
し
て
車
両
が
車
庫
か
ら
出
発
す
る
シ

ー
ン
な
ど
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
旧
津
山
扇
形
機
関
車
庫
と
転
車
台
、
収
蔵

車
両
、
展
示
室
な
ど
鉄
道
を
学
び
な
が
ら
ご

見
学
く
だ
さ
い
。

１号機関車の壮麗なる姿

「しくみルーム」の展示
（内観）車両駅銘板など。

近
代
化
産
業
遺
産
﹃
旧
津
山

扇
形
機
関
車
庫
と
転
車
台
﹄

　
ど
ん
な
学
説
で
も
他
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
も
の
が
多

く
、
創
見
は
そ
う
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
私
の
「
土

偶
大
人
仮
説
」
も
同
じ
で
、
水み

ず
野の

正ま
さ

好よ
し

さ
ん
が
一
九
七
四

年
に
発
表
し
た
土
偶
祭
式
論
が
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
水
野
さ
ん
は
、
縄
文
時
代
の
土
偶
は
す
べ
て
女
性
を
表

現
し
た
も
の
で
、
土
偶
は
祭
式
に
お
い
て
母
と
な
る
べ
き

土
偶
（
乳
房
の
表
現
）、
子
ど
も
を
身
ご
も
る
土
偶
（
妊

娠
状
態
の
表
現
）、
子
ど
も
を
育
て
る
土
偶
（
子
抱
土
偶

な
ど
）
と
成
長
を
遂
げ
て
、
破
壊
さ
れ
て
殺
さ
れ
、
破
片

を
集
落
の
各
所
に
ま
い
て
分
配
し
、
あ
る
い
は
埋
葬
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
再
生
、
新
生
に
力
を
与
え
た
と
理
解
し
た
。

　
つ
ま
り
、
土
偶
祭
式
を
女
性
原
理
の
実
修
と
と
ら
え
た

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
に
も
土
偶
を
女
性
像
と
み
な
す
意
見
は
数
多

く
あ
っ
た
が
、
土
偶
を
た
く
さ
ん
集
め
て
比
較
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
各
場
面
を
巧
み
に
組
み
立
て

“
成
長
”
と
い
う
概
念
を
持
ち
込
ん
で
動
的
、立
体
的
に

土
偶
祭
式
を
復
元
し
た
点
に
水
野
論
の
真
価
が
あ
る
。
土

偶
大
人
仮
説
も
、
大
人
に
な
る
た
め
の
成
長
を
通
過
儀
礼

と
い
う
視
点
か
ら
と
ら
え
た
仮
説
で
あ
る
。

　
土
偶
を
生
命
の
源
と
す
る
水
野
さ
ん
は
、
土
偶
は
畑
に

も
ま
か
れ
た
と
考
え
た
。
こ
の
論
文
よ
り
も
だ
い
ぶ
前
に

な
る
が
、
縄
文
時
代
に
農
耕
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
議

論
︱
縄
文
農
耕
論
︱
に
火
が
つ
い
た
。
火
付
け
役
は
諏
訪

の
考
古
学
者
、
藤ふ

じ
森も

り

栄え
い

一い
ち

さ
ん
で
あ
る
。
藤
森
さ
ん
は
、

八
ヶ
岳
山
麓
の
縄
文
中
期
の
文
化
が
異
様
な
発
展
を
遂
げ

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
農
耕
だ

っ
た
と
し
た
。

　
水
野
さ
ん
は
論
証
不
足
の
縄
文
農
耕
論
に
加
担
し
た
の

だ
が
、
そ
れ
を
含
め
て
水
野
考
古
学
は
、
イ
メ
ー
ジ
先
行

の
“
想
念
の
考
古
学
”
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。そ

れ
は
遺
物
や
遺
構
を
緻
密
に
分
析
す
る
実
証
性
に
欠
け
た

虚
構
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

批
判
で
あ
る
。
水
野
さ
ん
は
、「
僕
の
考
古
学
は
想
念
の

考
古
学
だ
か
ら
」
と
自
ら
任
じ
て
飄
々
と
し
た
人
生
を
送

っ
た
が
、
壮
大
で
大
胆
な
仮
説
を
立
て
て
論
証
し
て
い
く

水
野
流
考
古
学
者
を
こ
の
と
こ
ろ
見
か
け
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
ず
い
ぶ
ん
前
に
な
る
が
、
千
葉
県
の
房
総
風
土
記
の
丘

で
古
代
の
祭
祀
の
講
演
会
が
開
か
れ
、
私
は
「
弥
生
時
代

の
男
女
像
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
縄
文
土
偶
の
そ
の
後
の
お

話
を
し
た
。
水
野
さ
ん
も
演
者
の
一
人
だ
っ
た
が
、
話
が

終
わ
っ
て
水
野
さ
ん
に
挨
拶
し
た
ら
、「
む
ず
か
し
い
ね

ー
」
と
の
感
想
。
私
は
所
用
で
す
ぐ
に
失
礼
し
な
く
て
は

な
ら
ず
、
一
般
の
方
に
は
む
ず
か
し
い
話
だ
と
感
じ
た
の

か
、
あ
る
い
は
成
立
困
難
な
説
と
思
わ
れ
た
の
か
、
聞
け

ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。「
土
偶
の
性
別
」
の
最
後
の
こ
ろ
に

こ
の
話
を
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

車両ステーション全景
（本館１階の眺望）

東京都八王子市出土子抱土偶（縄文中期）
ミロのヴィーナスと同様に、頭がなくても
安定感がある。イラスト　設楽博己
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こ
の
曲
を
提
供
し
た
谷
村
新
司
の
曲
に
は
、

ア
リ
ス
時
代
の
﹃
遠
く
で
汽
笛
を
聞
き
な
が

ら
﹄（
作
曲
:
堀
内
孝
雄
）
に
始
ま
り
、﹃
浪

漫
鉄
道︿
途
上
篇
﹀︿
蹉
跌
篇
﹀﹄、﹃
心
の
駅
﹄

な
ど
鉄
道
を
テ
ー
マ
に
し
た
曲
が
き
わ
め
て

多
い
。﹃
三
都
物
語
﹄・﹃
風
の
暦
﹄・﹃
北
陸

ロ
マ
ン
﹄
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ソ
ン
グ
も
多
く
手
が
け
て
い
る
。

　
歌
謡
曲
に
登
場
す
る
鉄
道
に
は
国
鉄
を
連

想
さ
せ
る
も
の
が
多
い
が
、
村
下
孝
蔵
﹃
ロ

マ
ン
ス
カ
ー
﹄
は
小
田
急
の
看
板
特
急
・
ロ

マ
ン
ス
カ
ー
を
連
想
さ
せ
る
。

　
今
年
は
鉄
道
一
五
〇
年
の
節
目
の
年
で
あ

る
が
、
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
前
、
鉄
道
百
年
を

記
念
し
て
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
の
が
小
椋
佳
﹃
大
い
な
る

旅
路
﹄
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
に
は
Ｓ
Ｕ
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
"
Ｚ
の
カ
バ
ー
で
ア
ニ
メ

﹃
鉄
子
の
旅
﹄
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
曲

と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

　
時
代
の
映
し
鏡
の
よ
う
な
、
歌
謡
曲
を
思

い
出
し
、
聞
き
な
が
ら
、
列
車
で
旅
を
し
て

み
る
の
は
い
か
が
だ
ろ
う

　
歌
謡
曲
の
な
か
に
は
鉄
道
や
駅
を
テ
ー
マ

と
し
た
曲
が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い

て
は
戦
後
か
ら
平
成
ま
で
の
数
々
の
名
曲
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
。

岡お
か

本も
と

敦あ
つ

郎お

の
﹃
高
原
列
車
は
行
く
﹄（
作

詞
:
丘お

か

灯と

至し

夫お　

作
曲
:
古こ

関せ
き

裕ゆ
う

而じ

）
は
、

丘
が
少
年
期
に
乗
っ
た
沼ぬ

ま
尻じ

り
軽
便
鉄
道
が
モ

デ
ル
で
、
古
関
が
ス
イ
ス
の
高
原
鉄
道
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
曲
を
付
け
た
。
こ
の
曲
は
古
関

の
出
身
地
・
福
島
駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
と
し

て
採
用
さ
れ
て
い
る
.

ま
た
沼
尻
軽
便
鉄
道
の

始
発
駅
だ
っ
た
磐ば

ん
越え

つ
西さ

い

線せ
ん

川か
わ

桁げ
た

駅
の
前
に
歌
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
井
沢
八
郎
の
﹃
あ
ゝ

上
野
駅
﹄
は
、
集
団
就

職
で
上
野
駅
に
降
り
立

つ
若
者
た
ち
の
心
を
歌
っ
た
も
の
で
、
上
野

駅
前
に
は
歌
碑
が
設
置
さ
れ
、
一
部
ホ
ー
ム

に
お
い
て
は
発
車
メ
ロ
デ
ィ
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
。
寝
台
特
急
が
発
車
す
る
際
に
こ

の
曲
が
流
れ
て
い
た
の
も
今
は
昔
だ
。

　
歌
謡
曲
の
な
か
に
は
夜
行
列
車
が
登
場
す

る
も
の
も
ま
た
多
い
。
は
し
だ
の
り
ひ
こ
と

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
﹃
花
嫁
﹄、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
﹃
心
の
旅
﹄
な
ど
は
、
旅
立
ち
の
モ
チ
ー

フ
と
し
て
汽
車
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
夜
行
列
車
が
登
場
す
る
曲
で
最
も
有
名
な

の
が
石
川
さ
ゆ
り
﹃
津
軽
海
峡
・
冬
景
色
﹄

で
、
国
鉄
（
現
Ｊ
R
）
が
運
航
し
て
い
た
青

函
連
絡
船
が
歌
わ
れ
た
。

　
だ
が
、
旅
立
ち
に
使
わ
れ
る
の
は
夜
行
列

車
と
は
限
ら
な
い
。
狩
人
が
歌
う
﹃
あ
ず
さ

２
号
﹄
の
特
急
あ
ず
さ
は
中
央
本
線
の
昼
行

特
急
だ
。
狩
人
の
曲
と
し
て
は
ほ
か
に
郡

こ
お
り

山や
ま

と
新に

い
津つ

を
結
ぶ
ロ
ー
カ
ル
線
が
題
材
の
﹃
磐

越
西
線
﹄
が
あ
る
。

　
駅
は
旅
立
ち
の
場
、
出
会
い
と
別
れ
の
場

我
が
国
の
鉄
道
は
今
か
ら
一
五
〇
年
前
に
開
業
し
た
。

鉄
道
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
恩
恵
を
顧
み
る
良
い
機
会

で
あ
ろ
う
。
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
整
備
さ
れ
た
ほ
か
の
輸

送
機
関
を
選
択
で
き
る
現
在
、
鉄
道
が
大
量
か
つ
高
速
安

全
な
陸
上
輸
送
機
関
と
し
て
の
真
価
を
発
揮
で
き
る
範
囲

は
限
ら
れ
て
き
た
が
、
鉄
道
ら
し
さ
を
活
か
せ
る
方
向
へ

の
さ
ら
な
る
進
化
を
期
待
し
た
い
。
一
方
、
使
命
を
お
え

た
鉄
道
が
各
地
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
自
然
災
害
の
た
め
に
廃
止
さ
れ
た
鉄
道
も
存
在

す
る
。
災
害
か
ら
の
復
旧
費
用
と
期
待
さ
れ
る
経
済
効
果

と
を
比
較
し
た
結
果
、
廃
止
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今

も
災
害
の
た
め
に
不
通
と
な
っ
て
い
る
路
線
が
い
く
つ
か

あ
る
が
、
近
い
将
来
廃
止
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
。

前
回
紹
介
し
た
日
高
本
線
は
、
襟え

り
裳も

み
岬さ

き
を
経
由
し
て
苫と

ま

小こ

牧ま
い

と
帯
広
を
直
結
す
る
遠
大
な
構
想
の
下
に
切
望
さ
れ

た
路
線
で
あ
っ
た
が
、
自
然
災
害
の
た
め
に
完
成
を
待
た

ず
に
大
部
分
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

日
高
地
方
の
開
拓
は
一
八
七
〇
年
代
（
明
治
三
年
）
に

始
ま
る
。
大
正
時
代
始
め
に
は
主
要
な
町
が
そ
ろ
い
、
林

産
資
源
や
漁
業
資
源
を
運
ぶ
鉄
道
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

ま
ず
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
創
業
し
た
王
子

製
紙
へ
の
原
木
輸
送
を
目
的
と
し
て
二
本
の
専
用
鉄
道
が

開
業
し
た
。
そ
の
う
ち
の
苫
小
牧
と
佐さ

留る

太ふ
と

（
現
在
の
富と

み

川か
わ

）
を
結
ぶ
専
用
鉄
道
が
、
苫
小
牧
軽
便
鉄
道
と
し
て
一

九
一
三
年
一
〇
月
に
改
め
て
開
業
し
、
一
般
旅
客
や
貨
物

の
輸
送
を
始
め
た
。
こ
れ
が
日
高
本
線
の
前
身
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
八
月
の
北
海
道
拓た

く

殖し
よ
く

鉄
道
補
助
に
関
す
る
法
律
に
も
と
づ
い
て
、
日
高
拓

殖
鉄
道
が
苫
小
牧
軽
便
鉄
道
を
延
長
す
る
佐
留
太
か
ら
先

の
建
設
に
着
手
し
、
一
九
二
六
年
一
二
月
に
静し

ず
内な

い
ま
で
開

業
し
た
。

ま
た
、
一
九
二
二
年
の
改
正
鉄
道
敷
設
法
に
、
苫
小
牧

か
ら
鵡む

川か
わ

、
浦
河
、
広
尾
を
経
て
帯
広
に
至
る
鉄
道
が
規

定
さ
れ
、
苫
小
牧
か
ら
静
内
ま
で
開
業
し
て
い
た
鉄
道
が

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
八
月
一
日
に
国
有
化
さ
れ
た
。

日
高
本
線
が
国
鉄
の
手
に
よ
っ
て
様さ

ま
似に

ま
で
開
通
し
た

の
は
一
九
三
七
年
八
月
、
対
す
る
帯
広
か
ら
広
尾
ま
で
の

広
尾
線
は
一
九
三
二
年
に
開
業
し
た
。
そ
の
間
を
結
ぶ
様

似
～
広
尾
間
で
は
延
長
工
事
の
た
め
の
測
量
が
始
ま
っ
て

い
た
が
、
様
似
開
業
の
時
点
で
こ
の
区
間
は
自
動
車
に
よ

る
輸
送
が
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
、
鉄
道
の
建
設
は
断
念
さ

れ
た
。
今
と
な
れ
ば
適
切
な
判
断
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

我
が
輩
が
襟
裳
岬
を
訪
れ
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
後
半

で
、
当
時
建
設
費
が
異
常
に
高
く
つ
い
た
と
し
て
黄
金
道

路
と
呼
ば
れ
て
い
た
広
尾
側
の
国
道
を
国
鉄
バ
ス
で
移
動

す
る
途
中
、
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

を
体
験
し
て
い
る
。

戦
後
し
ば
ら
く
は
木
材
輸
送
と
旅
客
輸
送
に
活
躍
し
た

日
高
本
線
で
あ
っ
た
が
、
貨
物
輸
送
は
一
九
七
〇
年
代
に

ト
ラ
ッ
ク
に
代
わ
り
、
札
幌
か
ら
直
通
す
る
三
往
復
の
急

行
列
車
も
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
一
〇
月
三
一
日
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
鉄
道
と
し
て
の

使
命
の
一
部
が
終
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

●
し
み
ず
・
か
な
め　

　
早
稲
田
大
学　
鉄
道
研
究
会

第20話 日高本線を
ふりかえる

赴
任
後
一
か
月
も
し
な
い
内
に
鉄
道
に
カ
メ

ラ
を
向
け
始
め
た
。

そ
の
後
、
博
物
館
や
保
存
鉄
道
の
状
況
も

分
か
り
、
日
本
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
よ

う
な
大
き
な
蒸
気
機
関
車
が
、
臨
時
列
車
を

引
き
、
住
ん
で
い
た
ア
ト
ラ
ン
タ
の
本
線
を

走
る
と
情
報
を
得
て
森
の
な
か
の
カ
ー
ブ
で

そ
の
列
車
を
待
っ
た
。
低
い
独
特
の
汽
笛
が

聞
こ
え
カ
ー
ブ
の
先
か
ら
朝
日
を
浴
び
な
が

ら
曲
が
り
こ
ん
で
来
た
そ
の
列
車
の
そ
の
大

き
さ
、
素
晴
ら
し
さ
に
は
た
だ
見
と
れ
た
。

以
降
、
臨
時
列
車
の
情
報
を
得
て
は
カ
メ

ラ
を
向
け
た
。
地
元
の
南
部
か
ら
始
め
て
、

徐
々
に
範
囲
を
広
げ
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
転

勤
も
あ
っ
て
、
西
海
岸
、
中
西
部
そ
し
て
全

米
か
ら
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
に
も
撮
影
行
は

及
ん
だ
。
最
終
的
に
は
大
西
洋
を
越
え
イ
ギ

リ
ス
や
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
な
ど
に
も
広
が
っ

て
行
っ
た
。
も
し
、
こ
の
趣
味
が
な
け
れ
ば

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
印
象
は
ど
う
な
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
趣
味
を
始
め
て
五
〇
余
年
が
過
ぎ
た
。

ひ
ょ
ん
な
偶
然
や
出
会
い
か
ら
始
ま
り
、
そ

れ
が
仲
間
の
存
在
に
よ
っ
て
長
く
継
続
し
、

万
国
共
通
に
存
在
す
る
鉄
道
を
趣
味
と
し
て

き
た
人
生
を
振
り
返
り
、
良
い
趣
味
に
恵
ま

れ
た
と
心
よ
り
思
う
。

こ
の
環
境
を
作
っ
て
く
れ
た
亡
き
両
親
や
、

理
解
を
示
し
て
く
れ
る
細
君
や
家
族
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
う
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
鉄
路
へ
の
長
い
夢

を
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

年
も
し
な
い
う
ち
に
本
屋
で
衝
撃
的
な
本
を

発
見
し
た
。
昭
和
四
一
年
当
時
の
国
鉄
に
在

籍
し
て
い
た
す
べ
て
の
車
両
形
式
が
紹
介
さ

れ
た
本
で
あ
っ
た
。
迷
っ
た
末
に
小
遣
い
を

は
た
い
て
買
い
、
擦
り
切
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
な

る
ま
で
繰
り
返
し
眺
め
形
式
を
覚
え
て
い
っ

た
。
見
慣
れ
ぬ
電
車
の
正
体
も
は
っ
き
り
し

た
。
広
島
で
全
国
的
に
も
貴
重
な
形
式
の
蒸

気
機
関
車
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
知
り
、
広
島

と
い
う
場
所
の
貴
重
さ
も
理
解
で
き
て
き
た
。

　
中
学
に
入
学
し
、
た
ま
た
ま
前
に
座
っ
た

同
級
生
が
な
ん
と
鉄
道
に
興
味
が
あ
る
と
い

う
。
同
じ
趣
味
の
仲
間
が
で
き
る
こ
と
は
大

き
く
追
い
風
に
な
っ
た
。
彼
と
は
今
に
至
る

ま
で
親
交
が
あ
る
。
中
学
生
に
な
り
父
の
カ

メ
ラ
を
使
い
、
乗
る
自
転
車
も
大
き
く
な
り

行
動
範
囲
が
飛
躍
的
に
広
が
っ
た
。
友
達
と

自
転
車
で
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
広
島
駅
に
行
く

こ
と
が
休
み
の
日
課
と
な
っ
た
。

小
遣
い
で
の
フ
イ
ル
ム
現
像
代
の
捻
出
も

限
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
今
に
続
く
鉄
道
写
真

趣
味
の
出
発
点
だ
っ
た
。
中
学
生
で
入
会
資

格
が
で
き
る
鉄
道
友
の
会
へ
の
入
会
、
大
人

の
趣
味
人
へ
の
仲
間
入
り
で
あ
る
。

中
学
生
の
こ
ろ
始
ま
っ
た
趣
味
は
、
学
生

時
代
を
経
て
、
社
会
人
と
な
り
、
結
婚
、
子

供
の
誕
生
と
状
況
に
よ
り
濃
淡
は
あ
っ
た
が

二
〇
年
継
続
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
鉄
道
友

の
会
の
存
在
が
大
き
い
、
知
り
合
っ
た
同
世

代
の
仲
間
と
の
交
流
が
大
き
い
。
そ
ん
な
な

か
、
仕
事
の
都
合
で
ア
メ
リ
カ
転
勤
、
状
況

は
一
変
し
家
族
、
仕
事
以
外
の
す
べ
て
が
無

く
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
も
鉄
道
は
存
在
し
た
。

小
学
生
の
こ
ろ
、
父
の
仕
事
の
都
合
で
広

島
に
住
ん
だ
。
昭
和
三
〇
年
代
後
半
で
、
市

内
に
は
ま
だ
原
爆
の
惨
禍
が
残
っ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
広
島
は
鉄
道
目
線
で
興
味
あ
る

場
所
で
も
あ
っ
た
。

当
時
は
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
理
解
の

外
だ
が
、
新
幹
線
こ
そ
な
い
が
、
新
型
の
電

車
や
、
日
本
最
大
の
蒸
気
機
関
車
を
合
わ
せ

て
見
ら
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
駅
か
ら
は
数

キ
ロ
離
れ
た
海
に
近
い
我
が
家
、
不
思
議
と

と
く
に
夜
な
ど
広
島
駅
の
構
内
の
蒸
気
機
関

車
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
て
き
た
。

技
術
屋
で
あ
っ
た
父
や
叔
父
が
持
っ
て
い

た
鉄
道
模
型
の
影
響
で
鉄
道
に
興
味
を
持
ち
、

五
〇
年
以
上
、
今
に
至
る
ま
で
続
く
趣
味
の

萌
芽
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
家
族
で
広
島
駅
北
側
の
二
葉
山

に
登
っ
た
。
駅
を
見
下
ろ
せ
る
山
頂
か
ら
は

見
慣
れ
な
い
電
車
な
ど
の
出
入
り
が
見
え
た
。

そ
の
電
車
が
何
で
あ
る
か
、
当
時
は
知
る
由

も
調
べ
る
す
べ
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一

と
し
て
歌
わ
れ
て
き
た
。
か
ぐ
や
姫
﹃
な
ご

り
雪
﹄、
小
柳
ル
ミ
子
﹃
冬
の
駅
﹄、
中
島
み

ゆ
き
﹃
ホ
ー
ム
に
て
﹄、竹
内
ま
り
や
﹃
駅
﹄

な
ど
秀
逸
な
曲
も
多
い
。

﹃
な
ご
り
雪
﹄
が
東
京
か
ら
故
郷
へ
帰
る
人

を
送
る
歌
で
あ
れ
ば
、さ
だ
ま
さ
し﹃
驛
舎
﹄

は
帰
っ
て
き
た
人
を
迎
え
る
歌
で
あ
る
。

　
国
鉄
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
と
し
て
制

作
さ
れ
た
山
口
百
恵
﹃
い
い
日
旅
立
ち
﹄
は

鉄
道
と
の
関
わ
り
が
と
く
に
強
い
曲
で
、
山

陽
新
幹
線
の
車
内
チ
ャ
イ
ム
、
岡
山
駅
の
接

近
メ
ロ
デ
ィ
な
ど
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。

夜行列車は、多くの
曲に登場する。

小田急ロマンスカー

大好きだった蒸気機関車
C59162 の英姿

●
か
や
ま　
あ
き
ら

　
鉄
道
友
の
会　
事
務
局
長
・
理
事

鉄
道
と

歌
謡
曲
の
出
会
い

　
　
　
　
清
水
要

鉄
道
少
年
の

ま
な
ざ
し
か
ら

鹿
山
晃



あなたも
入会

しませんか

好評
始動中！

■ 入会特典
◦講座・講演会の割引優待や無料受講券の進呈。
　捺印５個で受講が１回無料になるスタンプカードの発行。
◦会報『Ｍｙ舎人倶楽部』を年４回送付。
■ 年会費
一般会員 3,000円／賛助会員30,000円
特別賛助会員100,000円
（会費のお支払い方法は、お申し込み時にお知らせいたします）
■ お申し込み方法
お名前、ご住所、電話番号、メールアドレスを明記の上、敬文舎
または舎人倶楽部までＥメール（toneri.k@blue.ocn.ne.jp）
にてお申し込みください。

　歴史好きの方、あるいはこれから歴史を学ぼうとする方々と
ともに、歴史を知る楽しみを目的として集い語らい行動する倶
楽部です。現在、講演・講座の開催などで研究者との交流も
行っております。
　当倶楽部は、随時入会可能です。奮ってご参加ください。

敬文舎ホームページ舎人倶楽部会報、講座などについて、ご意見・ご感想をお寄せください。
toneri.k@blue.ocn.ne.jp http://k-bun.co.jp

私
た
ち
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す

連
載

郷土祭りを
楽しむ会

笹森 洋一

祭
り
の

日

訪
ね
て
み
た
い

8

龍
が
舞
う
、
長
崎
く
ん
ち
祭
り

　
秋
は
旅
心
を
誘
う
。
一
五
〇
年
前
、
新

橋
︱
横
浜
間
二
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
路

が
、
現
在
で
は
J
Ｒ
だ
け
で
約
二
〇
、
一

四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
。
津
々

浦
々
ま
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
地

で
の
︽
祭
り
︾
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
わ
ず
も
が
な
秋
祭
り
は
、
収
穫
期
の

五
穀
豊
穣
へ
の
祈
り
と
感
謝
に
由
来
す
る

も
の
が
多
く
全
国
の
神
社
で
催
し
さ
れ
る
。

　
こ
こ
三
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
二
〇
二
二
年

も
中
止
で
あ
る
が
、
誌
上
で
︽
長
崎
く
ん

ち
祭
り
︾
を
訪
ね
て
み
よ
う
。

旧
暦
、
重

ち
よ
う

陽よ
う

の
節
句
に
あ
た
る
九
月
九
日

の
︿
く
に
ち
﹀
か
ら
︽
く
ん
ち
︾
と

よ
ば
れ
る
長
崎
県
長
崎
市
の
諏す

訪わ

神
社
の

祭
礼
で
あ
る
。
神
社
へ
の
敬
意
か
ら
御
を

つ
け
︽
お
く
ん
ち
︾
と
も
よ
ば
れ
る
。

　
市
内
の
氏
子
の
各
町
内
か
ら
傘か

さ
鉾ぼ

こ
を
先

頭
に
「
龍じ

や
踊お

ど
り
」、「
鯨
の
潮
吹
き
」「
阿お

蘭ら
ん

陀だ

万ま
ん

才ざ
い

」「
御
朱
印
船
」
な
ど
の
演だ

し

物も
の

が
出
て
奉
納
さ
れ
る
。

　
な
か
で
も
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」（
こ
こ

で
し
ょ
う
）
の
か
け
声
で
四
人
の
子
ど
も

と
太
鼓
と
座
布
団
の
山
が
担
ぎ
手
で
宙
に

放
り
投
げ
ら
れ
る
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」
は

圧
巻
の
見
せ
場
で
あ
る
。

　
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
に
は
じ
ま

り
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
な
ど

の
異
国
情
緒
も
絡
ま
る
長
崎
く
ん
ち
。
全

国
の
社
寺
縁
起
の
秋
祭
り
の
枠
を
超
え
た
、

長
崎
の
切
支
丹
と
の
禁
教
に
関
わ
る
な
が

い
歴
史
と
深
い
関
わ
り
を
も
ち
、
お
よ
そ

四
〇
〇
年
も
続
き
郷
土
に
根
づ
い
た
み
ん

な
が
熱
狂
す
る
三
日
間
の
祭
り
で
あ
る
。

早
稲
田
の
歴
史
あ
る

鉄
道
サ
ー
ク
ル

　
早
稲
田
大
学
鉄
道
研
究
会(

Ｗ
Ｒ
Ｃ)

は

昭
和
二
七
年
よ
り
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し

て
、
お
か
げ
さ
ま
で
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
会
員
数
は
関
東
最
大
級
、
ほ
か
の

大
学
か
ら
入
会
さ
れ
る
か
た
も
お
り
ま
す
。

　
多
岐
に
わ
た
る
鉄
道
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を

定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
鉄
道
会
社
様
の

ご
厚
意
の
も
と
で
の
貸
切
列
車
運
行
や
車
両

基
地
見
学
、
模
型
車
両
を
用
い
た
運
転
会
な

ど
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　
平
生
で
も
、
鉄
道
関
連
の
資
料
収
集
や
研

究
テ
ー
マ
に
各
会
員
が
邁
進
し
て
お
り
、
会

員
同
士
の
活
発
な
議
論
も
尽
き
ま
せ
ん
。

　
直
近
の
話
題
で
す
と
、
西
九
州
新
幹
線
開

業
に
つ
い
て
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
鉄
道

会
社
の
対
応
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
は
弊
会
の
活
動
に
も
大
き
な
打
撃

を
与
え
、
貸
切
列
車
の
運
行
や
旅
行
企
画
な

ど
は
軒
並
み
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
弊
会
の
強
み
で
あ
り
ま
す
会

員
の
熱
意
と
叡
智
で
乗
り
切
り
、
貸
切
列
車

運
行
な
ど
の
催
し
が
今
年
度
か
ら
徐
々
に
復

活
し
始
め
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
生
活
様
式

を
取
り
入
れ
た
鉄
道
趣
味
の
あ
り
方
の
模
索

は
今
日
で
も
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
っ
て
参
り
ま
す
鉄
道

研
究
会
の
活
躍
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

●
早
稲
田
大
学
鉄
道
研
究
会
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）

連
絡
先
／
〒
１
６
２
ー
８
６
４
東
京
都
新
宿

区
戸
山
１
・
２
４
・
１
早
稲
田
大
学
学
生

会
館
Ｅ
５
１
６

文
／
早
稲
田
大
学
鉄
道
研
究
会
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）

幹
事
長  

島
田
恵
佑

第
1
回

長
崎
く
ん
ち

上
:
青
天
に
舞
う
「
龍
踊
り
」

下
:
演
し
物
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」

　デジタル化が進み時間と効率ばかりが重視でされる時代。のんびりとし
た鉄道の旅は、憧れと言える。《鉄道好き》の作家ですぐ思い浮かぶのは、
漱石門下の内田百閒「なんにも用事がないけれど、汽車に乗って大阪へ行っ
て来ようと思ふ」と『阿房列車』にある。文学に鉄道紀行のジャンルを確
立した阿川弘之、宮脇俊三。人間の愛憎・ミステリー・旅情を見事に昇華
した作家の松本清張、西村京太郎も忘れられない。
　『鉄道浪漫』を弊誌に５年間連載の高橋治雄氏に無類の鉄道好きへのきっ
かけをたずねた。２歳のころ東北にある父親の実家で、危ないから外には
出してもらえず、地響きと轟音で通り過ぎる蒸気機関車をガラス戸越しに
見つめていたことが原体験。巻頭の矢野直美さんは、幼きころの一人旅の
体験がきっかけで、現在の職業へと。「鉄道友の会」鹿山さんは、少年時
代からの情熱を持って今がある。皆さん共通した「鉄道愛」が確としてあ
る。「鉄道発祥地のひとつ港区からみた開業150周年」、「鉄道と歌謡曲」、「早
稲田大学鉄道研究会」と博物館は埼玉県さいたま市「鉄道博物館」と岡山
県「津山まなびの鉄道館を紹介させていただいた。

編集後記：『鉄道の軌跡』


